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研究開発項目

１．　再エネで稼働可能な植物工場の設計・設置
２．　環境変化が植物栽培に及ぼす影響調査
３．　DR発動に応じた成長維持技術の開発
４．　植物工場用エネルギーマネジメントシステム（PEMS）の開発
５．　電力系統の調整力リソースとしての植物工場のポテンシャル評価

実用化された場合の波及効果、将来像
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レジリエンス強化

宮古島発の研究成果を世界へ新たな雇用の確保

食・エネルギーの地産地消
とGHG削減

ゼロエミ植物工場のパッケージ化に
より、国内の他の離島への展開が可
能となるだけでなく、将来的には海
外の非電化地域を含むあらゆる場所
に展開することにより、各国の食とエ
ネルギーの問題解決に寄与するとと
もに、宮古島発の研究成果を世界に
発信することを目指しています。

台風等の災害に左右されない安定し
た野菜供給を実現するとともに、「太
陽光パネル＋蓄電池＋植物工場（＋
住宅、その他）」で、電力系統から独立
して運用可能なエネルギーマネジメ
ントシステムの確立に貢献します。

島内のレタス消費量（年間約 ���t）す
べてを供給する場合に必要なゼロエミ
植物工場は ��-�� 基です。さらに、地元
住民および観光客への新鮮野菜類の
安定供給に向け、栽培品目をハーブ類
やエディブルフラワー等に拡大すること
により、新たな産業への発展、雇用の確
保にも貢献します。

気候条件に左右されず、様々な野菜が
栽培可能となると同時に、再エネ導入
量の拡大（エネルギー自給率の向上）
が見込まれ、食とエネルギーの地産地
消に貢献します。また、植物工場を系統
の「調整力」として活用することにより、
ディーゼル発電の運用計画改善への貢
献、農作物輸送による温室効果ガス排
出を低減する効果も期待できます。

本事業についての問い合わせ先　一般財団法人電力中央研究所　広報グループ　電話：��-����-����
　　　　　　　　　　　　　　　株式会社ネクステムズ　電話：���-���-����
　　　　　　　　　　　　　　　国立大学法人佐賀大学　農学部　電話：����-��-����

写真 �．植物工場実験施設（外観） 写真 �．栽培中のレタス


